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中
山
間
地
に
お
い
て
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

戦
後
の
日
本
農
業
の
支
え

と
な
っ
て
き
た
開
拓
地
も
、

例
外
と
は
言
え
な
い
。

地
元
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

し
て
も
、
ど
こ
か
ら
手
を
付

け
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な

い
、
特
産
品
づ
く
り
を
し
た

い
が
、
具
体
的
に
何
を
行
え

ば
良
い
の
か
、
自
慢
の
特
産

品
の
効
果
的
な
売
り
出
し
方

と
は
、
な
ど
、
様
々
な
課
題

が
山
積
し
て
し
ま
う
。

農
水
省
で
は
山
村
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
「
山
村
活

性
化
支
援
交
付
金
」
で
、
山

村
の
特
色
あ
る
地
域
資
源
の

活
用
等
を
通
じ
た
所
得
・
雇

用
の
増
大
を
図
る
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
主
に
山
村

活
性
化
対
策
事
業
と
、
商
談

会
開
催
等
事
業
の
２
つ
の
事

業
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
図

１
参
照
）
。

【
山
村
活
性
化
対
策
事
業
】

こ
の
事
業
は
、
山
村
振
興

法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た

「
振
興
山
村
（
山
村
振
興
計

画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
）
」
に
お
い
て
、
農
林
水

産
物
等
の
消
費
拡
大
や
、
域

外
へ
の
販
売
促
進
、
付
加
価

値
の
向
上
等
を
通
じ
た
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
山
村
の
特
色
あ
る
地
域

資
源
の
潜
在
力
を
再
評
価

し
、
そ
れ
ら
を
地
域
ぐ
る
み

で
活
用
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト

面
の
取
り
組
み
（
組
織
・
体

制
づ
く
り
、
人
材
育
成
、
付

加
価
値
向
上
等
）
を
支
援
す

る
も
の
（
図
２
参
照
）
。
建

物
や
機
材
な
ど
の
ハ
ー
ド
面

は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

支
援
内
容
は
、
地
域
資
源

の
賦
存
状
況
や
利
用
形
態
調

査
、
人
材
育
成
の
た
め
の
研

修
会
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
新
商
品
開
発
、
販
路
拡
大

の
た
め
の
広
報
活
動
な
ど
。

【
商
談
会
開
催
等
事
業
】

○
事
業
着
手
前

山
村
活
性
化
対
策
事
業
に

着
手
す
る
前
に
行
う
過
程
と

し
て
、
地
域
の
資
源
を
活
用

し
た
新
し
い
商
品
を
考
え
、

作
り
た
い
人
達
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
や
勉
強
会
を
支
援
す

る
。商

品
開
発
・
販
売
に
係
る

基
礎
知
識
の
習
得
を
目
的
と

し
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
基

礎
講
習
や
、
新
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
開
発
の
プ
ロ
の
支
援
の

下
で
の
勉
強
会
「
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
な
ど
を
支
援
す
る
。

○
事
業
完
了
後

開
発
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
売
上
げ
向
上
・
取
引
機

会
増
な
ど
を
支
援
す
る
。

商
談
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
資

料
、
商
品
陳
列
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
等
に
つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ

を
伝
授
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、

展
示
商
談
会
・
販
売
会
な
ど

を
支
援
す
る
。

事
業
期
間
は
、
３
年
を
上

限
と
し
、
１
０
０
０
万
円
／

年
を
上
限
と
す
る
。

今
年
度
の
募
集
期
間
は
、

２
月
１６
日
ま
で
と
な
っ
て
い

る
が
、
昨
年
は
応
募
が
少
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
８
月

に
も
募
集
を
行
っ
た
。ま
た
、

こ
の
事
業
目
標
が
３０
年
ま
で

に
３
０
０
地
区
の
創
出
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
以
降

の
実
施
も
期
待
さ
れ
る
。

関
東
生
乳
販
連
は
１
月
２３

日
、
大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー
等

と
２６
年
度
生
乳
取
引
交
渉
に

お
い
て
、
飲
用
・
は
っ
酵
乳

向
け
の
乳
価
を
据
え
置
く
こ

と
で
合
意
し
た
、
と
発
表
し

た
。
学
校
給
食
向
け
の
乳
価

は
、
昨
年
の
交
渉
で
妥
結
し

た
通
り
、
４
月
か
ら
４
円
／

㎏
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

飲
用
・
は
っ
酵
乳
向
け
の

乳
価
据
え
置
き
は
２
年
ぶ
り

と
な
る
。

昨
年
８
月
の
乳
価
値
上
げ

も
あ
り
、
飲
用
の
需
要
が
低

迷
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
値

上
げ
は
一
層
の
需
要
停
滞
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
し

て
の
判
断
と
な
っ
た
。

２２
年
度
か
ら
３
回
、
計
２４

円
／
㎏
引
き
上
げ
ら
れ
て
き

た
（
図
）
。
し
か
し
、
生
産

資
材
の
高
止
ま
り
は
続
き
、

さ
ら
に
１
月
か
ら
配
合
飼
料

価
格
が
４
０
０
０
円
規
模
の

値
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

ホ
ク
レ
ン
も
１
月
２８
日
、

学
校
給
食
を
除
く
飲
用
向
け

と
、
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
な
ど

乳
製
品
向
け
乳
価
を
据
え
置

く
こ
と
で
合
意
し
た
、
と
発

表
し
た
。
学
校
給
食
向
け
は

４
月
か
ら
４
円
／
㎏
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ

よ

し
か

静
岡
県
掛
川
市
佐
夜
鹿
に

は
、
旧
東
海
道
が
横
断
し
て

お
り
、
「
小
夜
の
中
山
峠
」

が
あ
る
。
東
海
道
の
三
大
難

所（
他
に
箱
根
峠
、
鈴
鹿
峠
）

と
言
わ
れ
、
古
今
集
な
ど
に

も
詠
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
街
道
沿
い
の
山
あ
い

の
開
拓
地
に
、
（
農
）
中
山

茶
業
組
合
の
茶
畑
が
広
が
っ

て
い
る
。

同
組
合
は
、
最
大
標
高
２

７
０
ｍ
の
、
起
伏
の
激
し
い

傾
斜
地
で
展
開
し
て
お
り
、

技
術
力
を
活
か
し
た
中
山
間

地
茶
業
の
モ
デ
ル
的
な
経
営

な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、
０９

年
度
に
天
皇
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。

真
冬
で
も
茶
畑
は
鮮
や
か

な
緑
色
で
、
春
の
八
十
八
夜

を
待
っ
て
い
る
。

旧東海道「小夜の中山峠」の春待つ茶畑

活
気
あ
る
農
山
村
を
目
指
し

活
気
あ
る
農
山
村
を
目
指
し

活
気
あ
る
農
山
村
を
目
指
し

活
気
あ
る
農
山
村
を
目
指
し

山
村
活
性
化
支
援
交
付
金
の
活
用

山
村
活
性
化
支
援
交
付
金
の
活
用

（農水省の資料より）

関東生乳販連

飲
用
・
は
っ
酵
乳
向
け
乳
価
据
え
置
き

ホ
ク
レ
ン
も
給
食
向
け
除
き
据
え
置
き

・「食料・農業知っておきたい話」-１５２- （２面）
・生乳・乳製品需給見通し Ｊミルク （３面）
・２５年度九州開拓系統女性研修会 （４面）
・農業経営計画策定支援システム開発 （５面）
・牛の難産介助をペグで （６面）
・ランピースキン病対策が厳格に （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
水
省
が
１
月
３０
日
に
公

表
し
た「
農
業
物
価
指
数（
２５

年
１２
月
）
」
に
よ
る
と
、
農

業
生
産
資
材
価
格
指
数
（
２０

年
の
価
格
を
基
準
値
の
１
０

０
と
す
る
）
の
う
ち
、
畜
産

の
飼
料
の
価
格
指
数
は
１
３

６
・
１
（
図
１
）
で
、
２２
年

７
月
か
ら
３
年
半
に
わ
た
っ

て
１
３
５
を
超
え
た
動
き
と

な
っ
て
い
る
。

飼
料
の
価
格
指
数
は
、
２３

年
か
ら
緩
や
か
な
下
降
傾
向

で
は
あ
る
が
、
２５
年
に
入
っ

て
か
ら
も
１
３
０
台
後
半
で

高
止
ま
っ
て
い
る
。

農
業
生
産
資
材
全
体
の
指

数
で
も
、
１
２
０
台
で
の
高

止
ま
り
が
続
き
、
し
か
も
上

昇
傾
向
と
な
っ
て
い
る
（
図

２
）
。
１２
月
は
１
２
５
・
４

で
、
前
年
同
月
比
で
は
、
光

熱
動
力
が
下
が
っ
た
も
の

の
、
肥
料
や
農
薬
代
、
建
築

資
材
等
、
多
く
が
上
昇
し
た

た
め
、
４
・
６
㌽
上
昇
し
た
。

２５
年
平
均
で
は
１
２
４
・
２

で
、
過
去
最
高
と
な
っ
て
い

る
。
中
で
も
肥
料
は
１
４
２

・
８
と
高
か
っ
た
。

対
し
て
、
農
産
物
価
格
指

数
の
う
ち
、
畜
産
の
枝
肉
価

格
に
つ
い
て
見
る
と
、
肉
用

牛
交
雑
種
価
格
指
数
が
１２
月

は
１
１
７
・
２
で
同
４
・
６

㌽
上
昇
し
た
（
図
３
）
。
し

か
し
、
農
業
生
産
資
材
指
数

よ
り
低
い
推
移
の
ま
ま
と
な

っ
て
い
る
。

枝
肉
価
格
が
堅
調
な
肉
豚

で
も
、
指
数
が
１
２
０
を
超

え
た
の
は
、
６
〜
９
月
に
限

ら
れ
て
お
り
、
飼
料
の
指
数

高
騰
に
は
遠
く
及
ば
な
い

（
図
４
）
。

生
乳
の
指
数

は
、
１２
月
で
１

２
４
・
４
と
、

同
７
・
４
㌽
上

昇
し
た
。

２３
年
１２
月
ま

で
出
て
い
た
配

合
基
金
補
て
ん

金
も
、
価
格
が

高
止
ま
っ
て
い

る
の
で
、
２４
年

１
月
か
ら
１
度

も
発
動
さ
れ
て

い
な
い
。
飼
料

な
ど
資
材
費
高

騰
に
よ
る
畜
産

経
営
へ
の
圧
迫

は
、
昨
年
か
ら

何
も
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。

欧
州
で
は
、
戦
時
中
の
食

料
難
を
、
生
徒
た
ち
の
討
論

や
研
究
課
題
に
と
り
あ
げ
る

教
科
書
も
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
朝
食
は
「
ト
ー

ス
ト
に
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
あ
る

い
は
シ
リ
ア
ル
、
牛
乳
ま
た

は
ミ
ル
ク
テ
ィ
、
そ
れ
に
と

き
ど
き
卵
」
、
夕
食
は
「
野

菜
ス
ー
プ
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

牛
肉
や
マ
ト
ン
な
ど
各
種
の

肉
料
理
、
そ
れ
に
乾
燥
果
物

や
ケ
ー
キ
」
と
い
っ
た
、
政

府
推
奨
の
週
間
献
立
表
を
の

せ
る
中
学
の
教
科
書
は
、「
戦

争
中
の
１
週
間
の
配
給
量
を

頭
に
お
き
な
が
ら
、
当
時
の

朝
食
と
現
在
の
朝
食
を
比
較

し
て
そ
の
違
い
を
あ
げ
、
ど

ち
ら
が
良
い
と
思
う
か
、
理

由
を
つ
け
て
説
明
せ
よ
」
と

の
課
題
を
提
起
す
る
。

ま
た
、
「
な
ぜ
多
く
の
国

民
が
配
給
を
公
正
な
シ
ス
テ

ム
だ
と
評
価
し
た
の
か
、
そ

の
理
由
を
述
べ
よ
」
、
「
勝

利
の
た
め
に
耕
せ
、
の
運
動

は
勝
利
を
も
た
ら
す
の
に
役

立
っ
た
の
か
、
級
友
と
意
見

を
交
換
せ
よ
」
な
ど
と
、
戦

時
中
の
食
料
事
情
に
つ
い

て
、
生
徒
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま

な
方
向
か
ら
考
え
さ
せ
よ
う

と
す
る
。

◎
日
本
の
教
科
書
か
ら
は

食
料
難
の
記
述
が
消
え
て

い
る一

方
、
戦
中
・
戦
後
の
食

料
難
が
日
本
の
高
校
歴
史
教

科
書
に
登
場
す
る
の
は
、
１

９
５
０
年
代
初
め
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
後
、
９０
年
代
半
ば

ま
で
の
歴
史
教
科
書
は
、
食

料
難
に
関
す
る
記
述
を
ほ
ぼ

改
訂
ご
と
に
増
や
し
て
い

た
。と

こ
ろ
が
、
２
０
１
４
年

度
使
用
の
高
校
歴
史
教
科
書

『
日
本
史
Ｂ
』
１９
点
を
見
る

と
、
「
食
料
生
産
は
労
働
力

不
足
の
た
め
い
よ
い
よ
減
少

し
、
生
き
る
た
め
の
最
低
の

栄
養
も
下
ま
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
い
っ
た
形
で
、
多

く
の
教
科
書
が
こ
う
し
た
簡

潔
な
記
述
で
済
ま
せ
、
戦
後

の
食
料
難
を
４
〜
５
行
の
文

章
に
記
述
す
る
教
科
書
は
７

点
あ
る
が
、
他
の
１２
点
は
１

〜
３
行
、
あ
る
い
は
脚
注
で

触
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

人
々
の
窮
乏
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
写
真
も
減
少
し
て
い

る
、と
薄
井
氏
は
指
摘
す
る
。

戦
後
の
日
本
は
、
あ
る
時

点
か
ら
「
権
力
者
に
不
都
合

な
」
過
去
を
消
し
始
め
た
。

過
去
を
直
視
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
歴
史
を
も
み
消
し

て
は
未
来
は
な
い
。
筆
者
の

指
摘
にFacebook

を
通

じ
て
次
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
た
。

「
農
村
で
は
権
力
的
に
コ

メ
が
収
奪
さ
れ
、
農
家
で
あ

る
我
が
家
で
も
私
の
一
番
上

の
姉
は
、
５
歳
で
栄
養
失
調

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
…
…

４
歳
？
の
私
も
弟
も
栄
養
失

調
で
し
た
。
母
が
「
カ
タ
ツ

ム
リ
を
採
っ
て
お
い
で
」
と

ザ
ル
を
渡
し
て
く
れ
ま
し

た
。
カ
タ
ツ
ム
リ
を
食
べ
る

習
慣
の
な
い
当
時
、
グ
ル
メ

や
ゲ
テ
モ
ノ
食
い
と
し
て
で

は
な
く
、
生
き
残
る
た
め
と

し
て
母
は
そ
う
言
っ
た
の
で

す
。
…
…
弟
と
河
原
で
数
十

個
採
っ
て
き
ま
し
た
。
母
は

そ
れ
を
煮
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
全
身
に
染
み
渡
っ
て
く

れ
た
あ
の
味
は
、
今
で
も
忘

れ
ま
せ
ん
。
１
９
５
０
年
こ

ろ
の
こ
と
で
す
」

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
重

い
過
去
を
若
い
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
の
情
報
収
集
と
、

普
及
活
動
を
国
民
的
に
展
開

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
第

一
歩
は
、
教
育
現
場
で
の
取

り
組
み
の
強
化
に
あ
る
。

◎
教
育
の
使
命
〜
教
科
書

が
だ
め
な
ら
副
読
本
で
実

践日
本
で
は
、
食
料
・
農
業

・
農
村
の
重
要
性
を
記
述
し

よ
う
と
し
て
も
、
検
定
で
削

除
さ
れ
る
と
さ
え
い
わ
れ

る
。
し
か
し
、
教
科
書
が
だ

め
で
も
副
読
本
が
あ
る
。

福
島
県
喜
多
方
市
は
全
小

学
校
に
必
修
の
「
農
業
科
」

を
つ
く
り
、
優
れ
た
副
読
本

で
実
践
し
て
い
る
。

農
業
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多

い
。
食
べ
も
の
が
ど
う
育
ま

れ
て
い
る
の
か
、
自
然
に
感

謝
す
る
こ
と
、
協
力
す
る
こ

と
の
意
味
、命
と
は
。感
性
の

豊
か
な
時
期
に
、
農
と
接
す

る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

喜
多
方
市
教
育
委
員
会
の

齋
藤
勝
芳
さ
ん
は
、
「
過
程

を
自
分
が
経
験
す
る
か
ら
こ

そ
、
農
業
や
、
作
物
が
育
つ

た
め
に
は
た
い
へ
ん
な
苦
労

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
大
勢
の
人
の
助
け
も
必

要
で
す
し
、
自
然
の
脅
威
も

理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。
将

来
、
農
業
に
は
従
事
し
て
い

な
く
て
も
、
な
に
か
人
生
の

岐
路
、
物
事
を
判
断
す
る
と

き
に
必
ず
農
業
科
で
学
ん
だ

こ
と
が
生
か
さ
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
」
と
話
す
。htt

ps://sotokoto-online.j
p/local/11668

（
喜
多
方
市
の
農
業
科
の
紹

介
）こ

の
よ
う
な
成
功
事
例
か

ら
学
び
、
全
国
の
教
育
現
場

で
の
取
り
組
み
の
強
化
と
拡

大
に
期
待
し
た
い
。
子
ど
も

た
ち
が
変
わ
れ
ば
、
日
本
の

食
と
農
が
変
わ
る
。

第152回

農
水
省
は
２
月
３
日
、
２５

年
１
〜
１２
月
の
農
林
水
産
物

・
食
品
の
輸
出
実
績
を
発
表

し
た
。
総
額
は
前
年
比
１２
・

８
％
（
１
９
３
４
億
円
）
増

の
１
兆
７
０
０
５
億
円
と
な

り
、
１３
年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
し
た
。

品
目
別
に
見
る
と
、
緑
茶

が
同
９８
・
２
％
（
３
５
７
億

円
）
増
の
７
２
０
億
円
で
、

驚
異
的
な
増
加
額
第
１
位
を

獲
得
し
た
（
表
参
照
）
。

ホ
タ
テ
貝
が
中
国
以
外
か

ら
の
需
要
が
伸
び
た
こ
と
な

ど
も
あ
り
、
同
３０
・
４
％（
２

１
１
億
円
）
増
加
。
牛
肉
が

認
知
度
の
向
上
や
商
流
の
拡

大
等
に
よ
り
、
同
１２
・
８
％

（
８３
億
円
）
増
、
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

牛
肉
、
米
、
緑
茶
、
ブ
リ

な
ど
が
過
去
最
高
額
を
記
録

し
た
。

輸
出
先
と
し
て
、
米
国
向

け
が
、
４
月
か
ら
関
税
措
置

が
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、
緑

茶
や
牛
肉
に
対
す
る
旺
盛
な

需
要
に
よ
り
、
前
年
比
１３
・

７
％
（
３
３
３
億
円
）
増
の

２
７
６
２
億
円
と
、
２
年
連

続
で
第
１
位
と
な
っ
た
。

日
本
産
水
産
物
の
輸
入
規

制
の
影
響
が
残
る
中
国
向
け

に
つ
い
て
も
、
同
７
・
０
％

（
１
１
８
億
円
）
増
の
１
７

９
９
億
円
と
な
り
、
昨
年
の

第
４
位
を
維
持
し
た
。

ま
た
、
国
・
地
域
別
で
は

第
２
位
が
香
港
、
第
３
位
が

台
湾
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
食
へ
の
関
心
の
高
ま

り
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ

る
日
本
食
の
認
知
度
向
上
、

健
康
志
向
の
高
ま
り
等
を
背

景
に
、
こ
れ
ま
で
の
商
流
に

お
け
る
拡
大
や
、
新
規
商
流

の
獲
得
な
ど
が
輸
出
増
加
の

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

反
対
に
、
昨
年
第
６
位
に

い
た
リ
ン
ゴ
が
２８
・
６
％（
５８

億
円
）
減
と
な
っ
た
。
台
湾

向
け
が
春
節
需
要
期
の
ず
れ

や
、
高
温
・
雪
害
に
よ
る
贈

答
用
大
玉
の
品
質
低
下
等
が

要
因
と
み
ら
れ
る
。

農
水
省
は
１
月
３０
日
、
２６

年
度
の
国
家
貿
易
に
よ
る
バ

タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳
の
輸
入

枠
数
量
を
公
表
し
た
。

輸
入
総
量
は
、
前
年
度
同

様
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機

関
）
で
約
束
し
て
い
る
カ
レ

ン
ト
ア
ク
セ
ス
（
生
乳
換
算

１３
万
７
千
ｔ
）
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
。

バ
タ
ー
は
８
０
０
０
か
ら

約
１
０
０
０
０
ｔ
と
し
、
脱

脂
粉
乳
は
７
５
０
ｔ
以
内

と
、
前
年
と
同
じ
設
定
と
な

っ
た
。
バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳

の
需
給
動
向
を
見
な
が
ら
、

５
月
と
９
月
を
基
本
に
、
増

減
の
必
要
性
を
検
証
す
る
。

直
近
の
需
給
状
況
と
し
て

は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
等
の
原
料

と
な
る
脱
脂
粉
乳
の
需
要
は

低
迷
す
る
一
方
、
バ
タ
ー
の

需
要
は
業
務
用
を
中
心
に
堅

調
と
な
っ
て
い
る
。

表 輸出重点品目に含まれる輸出額の増加が大きい５品目

主な増加要因
欧米・ＡＳＥＡＮ向け等が健康志
向や日本食への関心の高まり等に
より、ラテやスイーツ等の原料と
なる抹茶を含む粉末状茶を中心に
増加
ベトナム向けが加工用の冷凍両貝
に加え、玉冷の現地加工の拡大等
米国向けが２４年夏の環境変化によ
る成長の遅れに伴う輸出時期の後
ろ倒しや、脂の乗った大型サイズ
の需要の高まり等で単価上昇
欧米・アジア向けが既存商流の拡
大や新規商流の開拓等による
シンガポール向けが認知度の向上
による需要の高まり等

（農水省の資料より）

前年比
％

＋９８．２

＋３０．４

＋２７．４

＋１２．８

＋１２．２

増加額

３５７億円

２１１億円

１１３億円

８３億円

５３億円

品 目

緑茶

ホタテ貝

ブリ

牛肉

ウイスキー

生
産
資
材
価
格
が
依
然
上
昇

生
産
資
材
価
格
が
依
然
上
昇

牛
肉
・
緑
茶
等
が
過
去
最
高

農
産
物
・
食
品
の
輸
出
実
績

農
業（
畜
産
）物
価
指
数（
２０
年
を
基
準
）

農
業（
畜
産
）物
価
指
数（
２０
年
を
基
準
）

乳
製
品
の
輸
入
枠
は
前
年
と
同
様

乳
製
品
の
輸
入
枠
は
前
年
と
同
様

東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏

意識の格差は
教育の格差 ㊦

意識の格差は
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Ｊ
ミ
ル
ク
は
１
月
３０
日
、

２６
年
度
の
生
乳
及
び
牛
乳
乳

製
品
の
需
給
見
通
し
を
発
表

し
た
。

２６
年
度
の
全
国
の
生
乳
生

産
量
は
、前
年
比
１
・
８
％
減

の
７
２
５
万
８
千
ｔ
と
、
３

年
ぶ
り
の
減
産
と
な
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
（
表
１
）。

地
域
別
に
み
る
と
、
北
海

道
が
同
０
・
７
％
減
の
４
２

７
万
４
千
ｔ
、
都
府
県
も
同

３
・
３
％
減
の
２
９
８
万
４

千
ｔ
と
な
る
見
込
み
。

２５
年
度
の
乳
用
雌
牛
の
出

生
頭
数
実
績
（
４
〜
１１
月
累

計
）
は
、
全
国
で
は
同
１
・

２
％
上
回
っ
て
い
る
が
、
北

海
道
で
は
７
月
以
降
前
年
割

れ
で
推
移
し
て
い
た
。

２６
年
度
の
２
歳
未
満
頭
数

（
３
月
末
時
点
）
は
、
北
海

道
が
前
年
並
み
で
、
都
府
県

は
約
６
千
頭
減
少
す
る
見
通

し
。
２
歳
以
上
の
頭
数
は
、

北
海
道
で
約
２
千
頭
増
加
す

る
一
方
、
都
府
県
で
約
６
千

頭
減
少
す
る
見
通
し
。

一
方
、
２６
年
度
の
牛
乳
等

生
産
量
は
、
牛
乳
類
が
同
１

・
５
％
減
の
４
２
８
万
２
千

㎘
、
は
っ
酵
乳
は
同
０
・
７

％
増
の
１
０
５
万
４
千
㎘
の

見
込
み
（
表
２
）
。

昨
年
８
月
か
ら
乳
価
が
上

が
っ
た
こ
と
で
、
飲
用
乳
等

向
け
販
売
価
格
が
値
上
が
り

し
た
こ
と
も
あ
り
、
消
費
量

は
減
少
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
２６
年
度
の
用
途
別

処
理
量
は
、
飲
用
等
向
け
処

理
量
は
同
１
・
０
％
減
の
３

７
９
万
８
千
ｔ
。
脱
脂
粉
乳

・
バ
タ
ー
等
向
け
は
同
４
・

０
％
減
の
１
７
９
万
３
千

ｔ
、
チ
ー
ズ
向
け
は
同
１
・

７
％
減
の
４２
万
３
千
ｔ
と
、

全
て
が
減
少
す
る
見
通
し
。

脱
脂
粉
乳
の
２６
年
度
在
庫

量
は
、
需
給
変
動
対
策
等
の

在
庫
削
減
の
効
果
を
反
映
さ

せ
る
と
１８
・
３
％
増
の
９
万

８
千
ｔ
が
見
込
ま
れ
る
が
、

対
策
が
無
け
れ
ば
３２
・
８
％

増
の
１１
万
ｔ
と
、
増
大
す
る

懸
念
が
あ
る
。

近
年
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の

人
材
確
保
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
２６
年
度
畜
産

業
振
興
事
業
（
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
事

業
）
の
中
の
、
酪
農
経
営
支

援
総
合
対
策
事
業
に
係
る
、

酪
農
経
営
安
定
化
支
援
ヘ
ル

パ
ー
事
業
で
は
、
大
幅
に
支

援
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
。

㈠
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

の
強
化
等

☆
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
待
遇

改
善
奨
励
金
の
期
間
と
単
価

を
拡
充
す
る
（
定
額
、
上
限

額
は
専
任
ヘ
ル
パ
ー
の
給
与

等
の
引
き
上
げ
割
合
及
び
利

用
料
金
の
引
き
上
げ
額
に
応

じ
て
、
専
任
ヘ
ル
パ
ー
の
人

数
に
表
の
奨
励
金
単
価
を
乗

じ
た
金
額
と
し
、
交
付
対
象

期
間
は
３６
ヵ
月
以
内
）
。

㈡
酪
農
の
担
い
手
と
な
る
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
人
材
育
成
支
援

①
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
育
成

す
る
た
め
の
取
組

酪
農
後
継
者
を
対
象
と
し

た
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
技
術
研

修
等
に
係
る
参
加
促
進
（
８

千
円
／
日
以
内
）
。

②
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
実
践
受

入
農
家
へ
の
協
力
金
の
交
付

（
新
設
。
定
額
、
た
だ
し
１

人
当
た
り
協
力
金
は
８
千
円

／
日
以
内
）
。

③
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
要
員
の

確
保
の
た
め
の
職
業
認
知
度

の
向
上
及
び
募
集
活
動

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
要
員
の
確

保
の
た
め
の
募
集
広
告
の
掲

載
並
び
に
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
及
び
開
催（
定
額
、１
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
当
た
り

２
０
０
万
円
以
内
、な
ど
）。

④
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
に
関
心

の
あ
る
学
生
を
対
象
と
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

（
定
額
、
た
だ
し
宿
泊
費
は

学
生
１
人
当
た
り
１
万
円
／

泊
以
内
）
。

な
お
、
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
は
同
事

業
に
係
る
事
業
実
施
主
体
候

補
者
を
公
募
し
て
い
る
。
同

公
募
は
、
予
算
成
立
後
、
可

及
的
速
や
か
に
事
業
の
準
備

を
開
始
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
予
算
成
立
前
に
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
国
会
で
の
予

算
成
立
が
前
提
と
な
る
。
ま

た
、
公
募
開
始
後
に
事
情
に

よ
り
応
募
対
象
事
業
の
中
止

や
事
業
内
容
の
変
更
が
あ
る

場
合
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
一
社
）
全
国
畜
産
配
合

飼
料
価
格
安
定
基
金
は
１
月

３０
日
、
２６
年
度
の
単
位
数
量

当
た
り
の
通
常
補
て
ん
積
立

金
の
額
（
単
価
）
と
負
担
割

合
、
別
途
納
付
金
（
単
価
）

を
発
表
し
た
（
表
）
。

通
常
補
て
ん
積
立
金
の
合

計
は
２
４
０
０
円
／
ｔ
で
、

前
年
度
と
同
額
と
な
っ
た
。

２６
年
度
に
、
新
た
に
加
入

し
よ
う
と
す
る
畜
産
経
営
者

が
納
付
す
る
別
途
納
付
金

は
、８
０
０
円
／
ｔ
と
す
る
。

し
か
し
、
２５
年
度
第
４
四
半

期
に
通
常
補
て
ん
が
発
動
さ

れ
た
場
合
は
、
別
途
納
付
金

単
価
は
変
更
と
な
る
。

ま
た
、
異
常
補
て
ん
積
立

金
に
つ
い
て
は
、
２
６
８
円

（
前
年
度
２
４
０
円
／
ｔ
）

の
見
込
み
。

配
合
飼
料
原
料
の
高
止
ま

り
等
に
よ
り
、
補
て
ん
金
は

２３
年
度
第
４
四
半
期
以
降
、

２
年
に
亘
り
発
動
さ
れ
て
い

な
い
。

し
か
し
、
当
期
は
配
合
飼

料
価
格
が
４
２
０
０
円
／
ｔ

程
度
値
上
が
り
し
て
い
る
の

で
、
発
動
す
る
可
能
性
が
高

い
。

厚
生
労
働
省
は
、
０５
年
１０

月
末
に
５０
〜
５９
歳
で
あ
っ
た

全
国
の
中
高
年
世
代
の
男
女

に
対
し
て
、
家
族
の
状
況
、

健
康
の
状
況
、
就
業
の
状
況

な
ど
を
継
続
的
に
追
跡
調
査

し
た
。

２４
年
に
第
２０
回
調
査
を
行

い
（
１９
年
経
過
し
、
対
象
者

の
年
齢
は
６９
〜
７８
歳
と
な
っ

て
い
る
）
、
こ
の
度
、
第
１

回
か
ら
協
力
が
得
ら
れ
た
約

１
万
５
千
人
に
つ
い
て
、
集

計
し
た
。

①
世
帯
の
状
況

世
帯
構
成
の
変
化
と
し
て

は
、
「
夫
婦
の
み
の
世
帯
」

は
第
１
回
２１
・
３
％
か
ら
第

２０
回
４８
・
０
％
と
増
加
し
て

い
る（
図
）。
一
方
、
「
三
世

代
世
帯
」
は
同
２２
・
４
％
か

ら
９
・
５
％
、「
親
な
し
子
あ

り
世
帯
」
は
同
３９
・
７
％
か

ら
２２
・
９
％
と
減
少
し
た
。

日
頃
か
ら
頼
り
に
し
て
い

る
者
を
、
比
較
可
能
な
第
１１

回
（
６０
〜
６９
歳
）
と
第
２０
回

で
比
べ
る
と
、男
性
で
は「
同

居
し
て
い
な
い
親
族
」
が
１１

・
３
㌽
上
昇
し
、
「
勤
め
先

の
同
僚
（
元
同
僚
を
含
む
）
」

が
４
・
７
㌽
低
下
し
て
い
る
。

一
方
、
女
性
で
は
「
同
居
し

て
い
な
い
親
族
」
が
１０
・
４

㌽
上
昇
し
、
「
同
居
し
て
い

る
親
族
」
が
５
・
６
㌽
低
下

し
て
い
る
。

②
健
康
の
状
況

１９
年
間
の
健
康
状
態
の
変

化
を
見
る
と
「
良
い
」
と
思

っ
て
い
る
者
は
、
第
１
回
８５

・
０
％
か
ら
第
２０
回
７４
・
４

％
と
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
１
回
で「
良
い
」

と
思
っ
て
い
た
者
が
第
２０
回

で
「
悪
い
」
に
変
化
し
た
割

合
は
１９
・
２
％
と
な
っ
た
。

第
１
回
か
ら
健
康
状
態
が

「
良
い
」
と
思
っ
て
い
る
者

で
、
継
続
し
て
健
康
維
持
の

た
め
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と

は
、
男
性
は
「
適
度
な
運
動

を
す
る
」
が
１０
・
１
％
と
最

も
高
く
、
次
い
で
「
食
事
の

量
に
注
意
す
る
」
「
食
後
の

歯
磨
き
を
す
る
」
の
順
と
な

っ
た
。
ま
た
、
女
性
は
「
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
多
様
な
食
品

を
と
る
」が
１５
・
１
％
と
最
も

高
く
、
次
い
で
「
食
後
の
歯

磨
き
を
す
る
」「
食
事
の
量
に

注
意
す
る
」の
順
と
な
っ
た
。

③
就
業
の
状
況

１９
年
間
の
就
業
状
況
の
変

化
を
見
る
と
「
自
営
業
主
・

家
族
従
業
者
」
は
第
１
回
１５

・
１
％
か
ら
第
２０
回
１１
・
１

％
と
ゆ
る
や
か
な
減
少
と
な

っ
て
い
る
。
一
方
、
「
正
規

の
職
員
・
従
業
員
」
は
同
３９

・
０
％
か
ら
２
・
１
％
と
、

大
き
く
３６
・
９
㌽
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
仕
事
を
し
て
い

な
い
」
は
同
１７
・
９
％
か
ら

６５
・
９
％
と
、
４８
㌽
の
増
加

と
な
っ
た
。
見
方
を
変
え
る

と
、
７０
歳
代
の
３４
％
が
何
ら

か
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
と
な
る
。

３
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

３
月

９
日

全
開
連
・
全
国
開
拓

振
興
協
会
理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１０
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

・
全
日
本
開
拓
者
連
盟

事
業
概
況
説
明
会

１２
日

九
州
開
拓
連
絡
協
議

会
研
修
会
（
宮
崎
）

１９
日

東
北
開
拓
組
織
連
絡

協
議
会
研
修
会（
青
森
）

２５
日

千
葉
酪
農
農
協
通
常

総
会

表１ ２６年度生乳生産量の見通し

前年比（％）

９９．３

９６．７

９８．２

生産量（千ｔ）

４，２７４

２，９８４

７，２５８

北海道

都府県

全国計

表２ ２６年度牛乳等生産量の見通し

前年比
（％）
９９．９
９９．３
９９．３
９７．８
９３．６
９７．０
９８．５
１００．７

生産量
（千㎘）

３３６
２，６８０
３，０１７
１３８
１８６
９４２

４，２８２
１，０５４

学乳
学乳以外
小計

加工乳
成分調整牛乳
乳飲料
計

はっ酵乳

牛
乳

牛
乳
類

表 ２６年度通常補てん積立金
通常補てん積立金（単価）

８００円／ｔ
４００円／ｔ
１，２００円／ｔ

（含む：積増金８００円）

負担区分
加入生産者
加入会員
契約会員

（全国連会員）

表 酪農ヘルパーの待遇改善奨励金
３６ヵ月以内（前回 :２４ヵ月以内）

奨励金単価
給与等を５％以上
引き上げた場合

３万５千円／月

２万５千円／月

１万５千円／月

＊奨励金単価は、給与等の引き上げ幅により交付される奨励
金単価が異なるように変更された

（ａｌｉｃの資料より作成）

給与等を３％以上
引き上げた場合

３万円／月

２万円／月

１万円／月

交付対象期間

利用料金等の
引き上げ額

３千円以上
／人・日

２千円以上
３千円未満
／人・日
１千円以上
２千円未満
／人・日

Ｊミルク

７０
歳
代
の
３４
％
が
働
い
て
い
る

７０
歳
代
の
３４
％
が
働
い
て
い
る

生
乳
生
産
量
３
年
ぶ
り
減
少

生
乳
生
産
量
３
年
ぶ
り
減
少

中
高
年
者
の
生
活
に
関
す
る
継
続
調
査

２６
年
度
生
乳
・
乳
製
品
の
需
給
見
通
し

２６
年
度
生
乳
・
乳
製
品
の
需
給
見
通
し

（Ｊミルクの資料から）

図 第１回調査からの世帯構成の変化

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
支
援
を
強
化

２６
年
度
酪
農
経
営
支
援
総
合
対
策
事
業

通
常
補
て
ん
積
立
金
前
年
と
同
額

（
一
社
）全
国
畜
産
配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金
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農
水
省
等
は
１
月
２０
日
、

国
産
の
豚
熱
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
を
開
始
し
た
こ
と
を
公
表

し
た
。
イ
ノ
シ
シ
用
豚
熱
経

口
ワ
ク
チ
ン
の
国
産
化
は
、

２０
〜
２２
年
度
の「
開
発
事
業
」

に
よ
り
、
試
作
品
を
開
発
。

そ
の
後
、
「
早
期
実
用
化
事

業
」
、
「
増
産
加
速
化
対
策

事
業
」
を
経
て
、
試
作
品
の

改
良
、
野
外
で
の
ベ
イ
ト
剤

散
布
試
験
、
イ
ノ
シ
シ
の
ワ

ク
チ
ン
摂
食
率
な
ど
の
残
っ

た
課
題
の
解
決
―
等
を
続
け

て
き
た
。

試
行
錯
誤
の
末
、
４
・
５

㎝
の
ベ
イ
ト
剤
（
食
品

工
場
由
来
の
低
コ
ス
ト

か
つ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

素
材
を
利
用
し
、
イ
ノ

シ
シ
誘
因
香
料
を
添

加
）の
中
に
抱
合
剤（
生

分
解
性
素
材
を
利
用
）

で
包
ん
だ
ワ
ク
チ
ン
液

（
豚
用
ワ
ク
チ
ン
と
同

じ
Ｇ
Ｐ
Ｅ
―
株
を
使

用
）
が
含
ま
れ
た
国
産

の
イ
ノ
シ
シ
用
豚
熱
経

口
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
。

安
全
性
な
ど
が
確
認
で

き
た
こ
と
か
ら
、
供
給

の
開
始
が
決
ま
っ
た
。

試
験
等
は
農
研
機
構
等
で

構
成
さ
れ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
で
行
い
、
生
産
・
供
給
は
、

同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
共
立

製
薬
㈱
、㈱
津
田
、塩
野
香
料

㈱
が
共
同
で
行
っ
て
い
く
。

国
産
ワ
ク
チ
ン
の
強
み

は
、
生
分
解
性
ビ
ニ
ル
袋
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

包
み
袋
の
回
収
が
不
要
な
こ

と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
省
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
、
ポ
ス
タ
ー
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
る
、

「
野
生
イ
ノ
シ
シ
検
査
情
報
」

を
公
表
し
て
い
る
。
都
道
府

県
・
捕
獲
日
・
散
布
日
な
ど

が
確
認
で
き
、
１
月
２８
日
現

在
、
２
８
３
万
７
０
６
９
個

の
ワ
ク
チ
ン
が
散
布
さ
れ
て

い
る
。

全
開
連
西
日
本
支
所
は
１

月
２３
〜
２４
日
、
福
岡
県
畜
産

事
業
協
同
組
合
の
会
議
室

で
、
「
九
州
開
拓
系
統
女
性

職
員
研
修
会
」を
開
催
し
た
。

受
講
者
・
講
師
含
め
１２
名
が

参
加
し
た
。

講
師
の
ｍ
ｕ
ｕ
ｓ
園
芸

（
鹿
児
島
県
）
副
代
表
の
松

ま
ど
か

山
円
氏
が
、
「
生
活
を
、
食

卓
を
、
門
出
を
彩
る
花

家

庭
で
花
を
楽
し
も
う
（
資
源

環
境
型
農
業
、
耕
畜
連
携
に

つ
い
て
）
」
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
。
松
山
氏
は
、
ユ

リ
農
家
と
し
て
、
太
陽
熱
を

利
用
し
た
還
元
消
毒
に
よ
る

土
づ
く
り
な
ど
、
品
質
向
上

の
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
減
：

コ
ロ
ナ
禍
で
の
冠
婚
葬
祭
の

変
化
に
よ
る
生
花
の
需
要
減

少
や
、
後
継
者
が
い
な
い
こ

と
で
、
廃
業
す
る
花
き
農
家

・
花
屋
が
増
え
て
い
る
。

そ
ん
な
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、
松
山
氏
は
、
地
元
の

保
育
園
な
ど
へ
の
出
張
花
屋

を
始
め
た
。
他
に
も
、
保
育

園
の
夏
祭
り
に
出
店
し
、
子

ど
も
た
ち
に
花
を
買
う
疑
似

体
験
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、

花
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

◆
花
育
を
地
道
に
：
活
動

を
す
る
中
で
松
山
氏
は
、
ユ

リ
を
知
ら
な
い
子
が
い
た

り
、
花
屋
に
行
っ
た
経
験
の

あ
る
子
が
少
な
い
こ
と
な
ど

を
知
り
、
花
育
の
難
し
さ
を

痛
感
し
て
い
る
。「
１
つ
の
玄

関
に
、１
本
の
花
を
！
」と
呼

び
か
け
、
身
近
で
花
に
触
れ

る
教
育
の
意
義
を
訴
え
た
。

需
要
喚
起
の
た
め
の
取
り

組
み
等
は
、
開
拓
農
協
の
職

員
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

か
ん

で

兵
庫
県
神
戸
市
の
神
出
開

拓
は
、
播
州
平
野
西
部
の
松

林
で
あ
っ
た
。

満
州
の
国
立
奉
天
獣
疫
研

究
所
長
で
あ
っ
た
井
上
辰
藏

氏
（
神
出
開
拓
農
協
初
代
組

合
長
）
が
、
戦
後
、
研
究
所

の
教
え
子
ら
に
呼
び
か
け
て

４８
年
に
入
植
し
た（
１３
戸
）。

入
植
以
来
、
共
同
経
営
と

い
う
形
を
と
り
、
経
営
内
容

は
酪
農
、
養
豚
、
水
稲
、
観

光
芋
掘
園
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

当
初
は
水
不
足
や
、
痩
せ

た
土
地
に
大
変
な
苦
労
が
あ

っ
た
が
、
皆
が
団
結
し
て
乗

り
越
え
て
き
た
。

中
で
も
、
養
豚
に
お
い
て

四
元
交
配
豚
（
ヨ
ー
ク
シ
ャ

ー
×
中
国
豚
×
バ
ー
ク
シ
ャ

ー
×
野
猪
）
に
バ
ー
ク
シ
ャ

ー
を
戻
し
交
配
し
た
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
神
出
」
が
開
発
さ
れ

た
。柔
ら
か
く
て
お
い
し
く
、

神
戸
牛
に
も
引
け
を
取
ら
な

い
と
さ
れ
た
が
、
５６
年
（
昭

和
３０
年
）
代
は
、
需
要
が
付

い
て
こ
れ
ず
、
８１
年
に
生
産

中
止
と
な
っ
た
。

８６
年
に
は
３８
年
続
い
た
共

同
経
営
を
廃
止
し
た
。
神
出

開
拓
農
協
所
有
の
施
設
等
は

組
合
員
個
人
に
移
譲
又
は
貸

与
し
た
。

ま
た
、
農
地
の
一
部
は
、

企
業
に
貸
し
出
さ
れ
、
現
在

も
農
作
物
が
生
産
さ
れ
て
い

る
。神

出
開
拓
農
協
の
近
く
の

広
場
に
は
、
今
も
入
植
２３
・

４０
・
６０
周
年
記
念
碑
と
井
上

辰
藏
先
生
の
像
が
、
き
れ
い

な
状
態
で
立
っ
て
い
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
牛
乳
乳
製
品

の
消
費
拡
大
に
取
り
組
む

「
牛
乳
で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、

２
月
か
ら
「
夜
の
ヨ
ー
グ
ル

ト
摂
取
」を
提
案
し
て
い
る
。

「
ヨ
ル
グ
ル
ト
」と
銘
打
ち
、

夜
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
摂
取
を
促

す
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

「
ヨ
ル
グ
ル
ト
」企
画
は
、

２５
年
か
ら
（
一
社
）
日
本
乳

業
協
会
が
実
施
し
て
き
た

「
私
ら
し
く
ヨ
ー
グ
ル
ト
新

発
見
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
第

３
弾
で
も
あ
る
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
が
最
大
の
用

途
先
で
あ
る
脱
脂
粉
乳
の
過

剰
在
庫
が
、
業
界
全
体
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
代
人
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
「
夜

の
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
習
慣
の
普

及
を
図
り
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

継
続
的
な
消
費
拡
大
を
図
っ

て
い
く
。

◇
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
朝
食
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
食
品
だ

が
、実
は
夜
に
食
べ
て
も（
飲

ん
で
も
）
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
夜
間
は
腸
の
活
動

が
高
ま
り
、
栄
養
吸
収
や
細

胞
の
修
復
が
行
わ
れ
や
す

い
。
腸
に
は
、
「
ゴ
ー
ル
デ

ン
タ
イ
ム
（
午
後
１０
時
ご
ろ

〜
午
前
２
時
ご
ろ
ま
で
）
」

と
呼
ば
れ
る
時
間
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
夕
食
時
や
就
寝
２

〜
３
時
間
前
に
ヨ
ー
グ
ル
ト

を
摂
取
す
る
こ
と
で
、
効
率

的
な
栄
養
補
給
や
身
体
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
維
持
の
サ
ポ

ー
ト
が
期
待
で
き
る
。

◇
２
月
か
ら
順
次
、
①
シ

ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登

場
す
る
新
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｃ
Ｍ
配
信

②
Ｗ
ｅ
ｂ
バ
ナ
ー
配
信
③
全

国
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

等
で
の
店
頭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
・
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
液
晶
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど

を
用
い
た
電
子
看
板
）
等
の

展
開
④
夜
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
摂

取
の
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
す
る

特
設
ペ
ー
ジ
の
開
設
―
な
ど

を
通
じ
、
消
費
喚
起
を
図
っ

て
い
く
。

２５年度九州開拓系統女性研修会

共同経営終了後も農地は健在
兵庫県神戸市・神出開拓

「花育」で心豊かに

上：２３周年記念碑。井上氏の書
下：６０周年記念碑。母子豚の像

国
産
豚
熱
ワ
ク
チ
ン
供
給
開
始

野
生
イ
ノ
シ
シ
の
対
策
に

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
夜
も
食
べ
よ
う

新
生
活
習
慣「
ヨ
ル
グ
ル
ト
」提
案

Ｊミルクの資料から

農水省の資料から
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農作業の効率化、作業負担の軽減、
品質や収量の向上を図る手段として、
スマート農業が注目されている。しか
し、導入には多くの投資が必要で、効
果も経営規模や地域条件によって異な
る。そのため、期待した効果が得られ
なかったり、過剰投資となったりする
リスクが存在することが、導入をため
らう一因となっている。
農研機構は、スマート農業技術の実
用化に向け、作物・品種・作型・栽培
方法・導入技術などの組み合わせごと
に、収入、経費、耕種概要、労働時間
などの技術・経営データを収集。これ
らの経営データを基に、地域条件、経
営規模、ほ場条件などの違いを反映さ
せながら、技術を導入した場合の１０ａ
当たり収量、販売単価、費目別経費、

作業別労働時間などの変化を定量的に
推計し、「農業経営指標」を作成した。
さらに、この指標を活用して、水田
作経営を対象に、導入効果や費用等を
シミュレーションできるＷＥＢアプリ
を開発し、農業経営計画策定支援シス
テムとして公開した。
アプリの利用手順と試算結果のイメ
ージは図のとおり。農地面積などの条
件、常時従事者の人数や臨時雇用の利
用などの条件を設定。さらに、取得し
た農業経営指標を組み合わせること
で、売上高、変動費、減価償却費、経
常利益などをシミュレーションする。
試算結果を比較することで、経営条件
に合ったスマート農業技術の導入投資
や、その効果を活かした規模拡大など
の経営計画を検討できる。

労働時間は旬別に棒グラフで表示さ
れるため、田植えや稲刈りなど、繁忙
期の労働負荷の現状とスマート農業導
入による省力効果を視覚的に把握で
き、規模拡大や雇用の導入に向けた判
断材料として活用できる。
同機構によると、現在のアプリはス
マート農業技術をフルセットで導入し

た場合の試算となっているが、一部の
技術のみを導入するケースへの対応も
検討中だ。さらに、水田作経営全体の
経営計画策定に必要な、麦・大豆の農
業経営指標についても、検討中として
いる。なお、アプリを利用するには、
メールで問い合わせる必要がある。
sh-fmnaro@naro.go.jp（農研機構）

農作物の持続可能な栽培方法の確立
には、農薬や肥料の使用による生産性
や環境負荷への影響を明らかにする必
要がある。しかし、研究機関の実験ほ
場や実験室で得られるデータは、農業
現場に応用しにくいことから、「研究
と現場のギャップ」が問題となってい
る。特に、温州ミカンのような果樹の
研究では、収穫までの時間やコストが
多くかかるため、大規模な実験データ
を収集することが困難となっている。
そこで、理化学研究所などの研究グ
ループが、主要産地を含む１１府県の農
家から、果実と土壌のサンプルセット
を収集したところ、その中には一般的
な肥料や農薬を使用する「慣行栽培」
のほかに、「特別栽培」、「有機栽培」、
「自然栽培」など、環境保全型の栽培
方法のものも多数含まれていた。これ
らのデータを解析し、慣行栽培とそれ
以外の栽培方法を比較し、環境保全型
の栽培方法の効果を調べた。

その結果、特別栽培や自然栽培など
の環境保全型の栽培方法では、土壌中
の炭素含量が上昇していた。土壌炭素
の増加は、土壌肥沃度の向上や、大気
中のＣＯ２濃度減少に効果があり、気候
変動の緩和に貢献する。また、環境汚
染のリスクとなる亜鉛などの土壌中の
重金属類は、農薬使用を削減したグル
ープで減少がみられ、環境保全型の栽
培方法の効果が確認された。
また、投入量は変えずに肥料や農薬
の種類を切り替えた有機栽培では、土
壌炭素含量は上昇しなかった。これは、
肥料の種類を変えるよりも肥料などの
投入量を減らすことが、土壌炭素含量
の上昇に寄与する可能性があることを
示している。
さらに、化学合成農薬を通常量で使
用した慣行栽培では、収穫物に見られ
る病害（カンキツ黒点病）が抑えられ
た。しかし、土壌中の病原菌の割合は
増加していた。ミカン栽培では、農薬

は主に葉、枝、果実上に存在する病原
菌を標的に散布される。化学合成農薬
が標的の病原菌に対して抑制効果があ
る一方、微生物多様性の減少により土
壌中の病原菌を増やしてしまうリスク
があることを示している。
同グループは、今回の研究手法は、

温州ミカンだけでなく、あらゆる農作
物の研究に利用できるとしている。農
薬や肥料の使用方法だけでなく、品種、
土壌改良剤などの幅広い農業技術の評
価に応用することもできるため、研究
者と生産者が一丸となった研究が一般
的になることを期待するとしている。

神戸大学の佐賀達矢氏と兵庫県立明
石北高校の生徒らのグループは、豆苗
（エンドウ豆の若菜）を用いて、ソラ
マメヒゲナガアブラムシ（以下、ジェ
ネラリスト型）と、マメアブラムシ（以
下、スペシャリスト型）の個体数の変
化を３０日間追跡調査した。実験では、
化学肥料あり／なしの条件下で、それ
ぞれのアブラムシを単独または混合で
飼育。その結果、次の３点がわかった。
①肥料がアブラムシの増殖を抑制
両種の単独飼育時の最大個体数の平
均は、両種ともに肥料を与えた方が少
なかった。これは、肥料によって植物
の防御物質が増加するなどにより、ア

ブラムシにとって採食しづらくなった
可能性が考えられた。
②資源が豊富でも競争排除は変わらず
肥料の有無に関わらず、２種を一緒
に飼育すると、餌の範囲が広いジェネ
ラリスト型が、特定の餌範囲に限られ
るスペシャリスト型を２５日目までに完
全排除した。これにより、資源量より
も昆虫の種の特性が競争の勝敗を決定
したと考えられた。
③植物への影響も種によって異なる
ジェネラリスト型が寄生した植物は

肥料の有無に関わらず早期枯死したの
に対し、スペシャリスト型が寄生した
植物（肥料あり）は３０日間生存した。
これは、スペシャリスト型は宿主植物
に軽微なダメージを与えながら栄養を
得るのに対し、ジェネラリスト型はよ
り多くを吸汁し植物に深刻なダメージ
を与えている可能性が考えられた。
グループは、これらの結果から、肥
料管理が農業害虫対策になる可能性を
挙げつつも、それには「どの種類の昆
虫がいるか」を見極めた、総合的な管

理が重要とした。また、餌が豊富でも
いろいろな種類が共存できるわけでは
ないという発見は、気候変動などで環
境が変わった時、どの昆虫が増えるか
を予測するのに役立つとしている。

果樹は温暖化の影響を受けやすいた
め、全国で夏の高温による果実の着色
不良や日焼けなどが多発している。被
害を防ぐため、様々な対策がとられて
きたが、温暖化による影響の有無や程
度はその年によって異なるため、被害
を未然に防ぐには、被害発生予測に基
づく事前の対策が必要となる。
そこで農研機構などは、被害の発生
を高い精度で予測するシステムを開発
した。同システムは、気象情報や果樹
の発育状況に基づき、リンゴなど主要
な果樹の着色不良、日焼け、晩霜害など
の温暖化による気象被害が、いつ、どこ

で発生するかを予測する。利用者が入
力した位置情報をもとに、１㎞四方単
位で精度の高い予報値が利用できる。
被害の発生が予測された時期を基

に、適時な対策の実施が促進される。
逆に、その年の被害が発生しないと予
測できれば、必要以上の対策の実施を
抑え、不要なコストと労力の投入を抑
制できる。
同機構によると、現在は生産者団体
や自治体等が同システムを利用できる
が、今後は企業を通じて個々の生産者
の利用も可能になる見込みとしてい
る。

［農業経営条件］
【農 地】 田（自作地）面積40ha、借地（田）の小作料 20,000円／10a

【労働力】
常時従事者3人、労働日数8日／旬、労働時間8時間／日
常時雇用費（年給）500万円／人、臨時雇用費（時給）1,500円

【固定費】 機械・施設費747万円、販管費61万円、その他450万円

【経営収支の試算結果】
経営
全体

主食用米／早生／
移植／スマート

主食用米／中生／
移植／スマート

主食用米／晩生／
移植／スマート

飼料用米／晩生／
移植／スマート

作付面積（ha） ５０ １０ ２０ ５ １５
作業時間（時間） ５，３２８ １，１０８ ２，１６６ ４７３ １，５７９
生産量（㎏） － ４８，４００ ９６，６００ ２２，０５０ ８４，４５０
売上高（万円） ５，５９１ １，２２５ ２，４１５ ５８７ １，１６５
変動費（万円） １，３３４ ２６０ ６１７ １２４ ３４
限界利益（万円） ４，５５７ ９６５ １，７９８ ４６３ １，０３１
常時労働費（万円）１，５００
臨時労働費（万円） １３９
農地賃借料（万円） ２５６
減価償却費（万円） ７４７
その他費用（万円） ５１４
経常利益（万円） １，１０１

図 農業経営計画策定支援のためのWebアプリの概要農業経営計画策定支援システム開発農業経営計画策定支援システム開発
スマート農業導入効果を可視化スマート農業導入効果を可視化 【利用手順】

ログイン

農業経営条件の設定

農業経営指標の取得

試算実行
品種や栽培法を組み合わせて
スマート農業導入後の収支を試算

試算結果の表示
農研機構の資料から

農薬・肥料削減で環境保全効果 果樹温暖化被害予測システム開発
温州ミカン生産現場データ解析 被害や対策コスト軽減に期待

肥料給与でアブラムシ増殖抑制
複数品種による競争も影響

写真提供：明石北高校 中谷絢子氏
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牛が難産となった時の帝王切開は、
牛・生産者・獣医師にかかる負担が大
きいが、これまで帝王切開の症例につ
いて手術に至るまでの状況が精査され
ておらず、手術回避の方策などについ
ても検討されてこなかった。
NOSAI 愛知家畜診療所の杉浦正則
氏は、オペ症例を精査し、手術を回避
できる症例とその改善策を検討した。
～調査１：対象病名件数とオペ症例
分析及び回避症例の検討～
方法：１２～１９年度までの８年間に行
われた手術のうち、子宮捻転、胎子過
大、胎子失位（逆子等、正常な位置で
ない胎子）等のカルテを抽出し、オペ
症例を病名ごとに割合・産次・起立状
態などを調べた。また、オペ群と非オ
ペ群で治癒・受胎頭数を比べた。
結果：子宮捻転・胎子過大・胎子失
位でオペ率が高く、オペは後の治癒・
受胎頭数に悪影響を与えていた。失位
整復は工夫すれば娩出の可能性が高ま
ることから、オペ回避のために検討す
る症例を胎子失位とした。

～調査２：失位に対するペグを用い
た失位整復の試み～
整復不能の胎子失位の問題点とし

て、①子宮内の隙間が少なく、従来の
産科器具の使用が困難②全症例が重度
失位で、失位部位の確保が困難③胎子
死亡率が高く、子宮内での胎子の姿勢
変化が少ないこと―が挙げられた。
これらの問題点などを考慮し、写真
のようなテント用のペグ（杭）等を使
用して難産を介助した。ペグを利用す
ることの利点として、①隙間が少なく
ても、強度があり強引に挿入が可能②
長さ選択が可能（加工可）③紐の装着
が容易④重量があり、下方向に自然落

下する⑤子宮、胎子を傷つけない⑥安
価で、磁力による吸着が可能―などの
点がある。
方法：実証した難産介助は２０年４月
～２１年１０月までの６症例。方法は①失
位状況、胎子の大きさから適正な長さ
のペグを選択②ペグにナイロン紐を縛
る③失位部の隙間にペグを挿入（図）。
失位の姿勢により、引っ掛ける場所を
変える④挿入したペグを反対側・下方
向から引き抜く⑤胎動有りなら、ナイ
ロン紐から産科縄に変えて失位整復。
胎子死亡時は除角ワイヤに変えて失位
部を切胎⑥以降、従来どおりの難産介
助を行う―の手順となる。

結果：６症例のうち５症例で胎子が
既に死亡しており切胎となったが、１
症例は胎動が有り娩出した。６症例と
も本来帝王切開が必要だったが、この
方法により、全てでオペを回避するこ
とができた。
なお、現在もこのペグを用いた方法
は難産介助の１つの方法として行われ

おもり

ており、杉浦氏は釣り具の錘とペグを
用いて行っている。また、この方法は
生産者自身でも行うことができる。
オペは牛の予後の体調や費用等の面
で生産者の大きな負担となるため、オ
ペ回避の方法の１つとして参考にな
る。

昨年９月に（公社）畜産技術協会が
開催した「家畜を脅かす衛生害虫由来
の疾病とその対策」研修会で、九州大
学の松尾和典氏が、「サシバエ防除に

バ チ

おける寄生蜂の活用」と題して講演を
行った。天敵を用いたサシバエ対策と
して参考になるので、内容を紹介する。

さなぎ

▽ハエの蛹で育つ天敵「寄生蜂」
「寄生蜂」は、①サシバエ蛹に産卵
②幼虫はハエ蛹を食べて成長③ハエ蛹
の中で成虫となり、ハエ蛹の外皮を食
い破って出てくる、という一生を送る。
寄生蜂の成虫は水や花蜜をエサとして
生活する。サシバエは成虫になる前に
死亡することから、吸血被害を未然に
防ぐ仕組みとなっている。
この方法の利点として、①天敵とな
る寄生蜂自らが害虫を探して退治する
ため、人が広い範囲を歩き回る必要が
ないこと、②殺虫剤抵抗性や誘導多発
性（殺虫剤を散布したにも関わらず、
天敵類の排除などによって標的害虫等
が増える現象）を回避できること、な
どがある。
松尾氏の発表で紹介された日本在来
の寄生蜂キャメロンコガネコバチ（以
下、キャメロン）は、①堆肥のにおい
に誘引される②堆肥に着いたら自ら堆
肥に潜り込み、ハエの幼虫や蛹のにお

いを手掛かりに探索③ハエの蛹を発見
すると触角で蛹を叩き、中身を吟味し
てから産卵―という手順でサシバエに
寄生する。欧州や北米では、キャメロン
はサシバエの防除資材として約３０年の
販売実績があり、現地では一般的な対
策となっている。使用方法は、キャメロ
ンを月２回放飼するのみで、省力的な
方法となっている。なお、これまでに
キャメロンが人や家畜、生態系に悪影
響を及ぼした例は報告されていない。
▽日本産キャメロンの試験と防除法
の検討
日本産キャメロンの防除効果を検証
するため、プラスチックケースを用い
た室内試験と、２３～２４年に農場試験を
実施した。室内試験では無放飼区でサ
シバエ羽化率が平均８０％だったのに対
し、キャメロン放飼区では平均３．３％だ
った。
農場での試験では、大分県の肉用牛
農場（堆肥処理：適切な切り返し頻
度）、福岡県の乳用牛農場（堆肥処理：
切り返しほぼ無し）の２つの農場で実
施。２３年は無放飼とし、２４年はそれぞ
れ月２回キャメロンを放飼して、サシ
バエ防除の効果を確認した。試験の結
果、大分は成功し、福岡は失敗した。
その結果から、キャメロンの防除効果

を得るために必要な要素として、基本
的な堆肥管理が必要と松尾氏は分析し
た。
この試験等を踏まえて、松尾氏は、
図のような防除体系を提案している。
また図の防除法に加え、１１月上旬～１２

月上旬の殺虫剤での重点的な防除も組
み合わせた対策も今後実証していくと
している。なお、キャメロンの販売は
九州大学発のスタートアップ企業㈱A
rthron（アルスロン）が担い、２７年２
月頃の販売を目指している。

（一社）酪農ヘルパー全国協会は１
月１９日、２５年度の「酪農ヘルパー認知
度調査の結果概要」を公表した。動物
飼育コース等のある専門学校の学生
５９８名（１２校）から回答を得た。その結
果、酪農ヘルパーの認知度が低いこと
が明らかとなった。
「酪農ヘルパーを知っているか」は、
「知らなかった」が５２％（前年比２㌽
減）、「名前は知っていた」が３２％（５㌽

増）、「よく知っている」が１６％（３㌽
減）の順で高かった。「酪農ヘルパー
のイメージ（複数回答）」では、「牛と
接する仕事で楽しそう／やりがいがあ
りそう」が２９％（同率）、「仕事が大
変そう／難しそう」が２６％（１㌽増）、
「酪農ヘルパーについてもっと知りた
い」が２２％（１０㌽増）の順で高かった。
「酪農ヘルパーを就職先として検討
するために求める情報（複数回答）」
は、「勤務形態・研修体系」が７６％（１７
㌽増）、「賃金・福利厚生」が６９％（１９
㌽増）、「周辺・居住環境等」が５０％
（１３㌽増）の順だった。

図 ペグを使った難産介助の道具の使用方法③～⑤
牛の難産介助をペグで
帝王切開の回避に

写真・図ともにＮＯＳＡＩ愛知 杉浦氏の発表資料から一部加筆して引用使用器具（テント用ペグ等）

ハエの蛹に産卵する「寄生蜂」ハエの蛹に産卵する「寄生蜂」
サシバエ対策の一案にサシバエ対策の一案に

九州大学 松尾氏の発表資料から

酪農ヘルパー認知度調査
制度の認知度が課題
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農水省は昨年１２月、食料・農業・農
村政策審議会家畜衛生部会を開催し、
今後、ランピースキン病を家畜伝染病
に追加する方針を示した。
ランピースキン病は、牛に感染する
と皮膚に結節ができるほか、乳量が減
少するなど、特に酪農経営に経済的被
害をもたらす。ただし、致死性はあま
り高くない。同省によると、２４年１１月
に国内で初めて発生した際は、感染力
が強いウイルスに変異していたため、

感染が拡大したとしている。
その後、国内での新たな発生は確認
されていないが、海外では発生が継続
しており、国内での発生・まん延リス
クは依然として高い状況にある。
２４年の発生時、同病は家畜伝染病予
防法上「届出伝染病」の扱いだった。そ
のため、法的強制力を持ったまん延防
止措置が講じられなかったことが、感
染拡大の一因となったと同省は分析し
ている。今後も感染のリスクがあると

して、昨年７月２８日付けで、「家
畜伝染病（法定伝染病）」と同程
度の措置を講じることが出来る
ようにした政令が施行されてい
る。これにより、有事の際は、殺
処分の命令や移動制限なども課
すことができるようになった。
ただし、この措置の期限は今
年７月２７日までとされているた
め、同病を家畜伝染病に追加す
ることで、継続して法的強制力のある
防疫対策を実施できる体制を構築する
ことがねらいだ（図）。また、前回の
家畜伝染病予防法の改正は２０年に行わ
れ、その際に５年後に見直しを行うと

いう付帯決議が付されており、それも
改正を目指す理由の一つとしている。
同省の担当者は、次の通常国会での
改正を目指し、準備を進めていると説
明している。

飼料価格の高騰が肥育経営
を圧迫していることから、肥
育期間を短縮した短期肥育・
早期出荷が注目されている。
農水省が昨年公表した家畜
改良増殖目標でも、３５年度ま
でに黒毛和種の場合は２７ヵ月
齢までに出荷するという目標
が示されている。
新潟県農業総合研究所畜産
研究センターは、２４ヵ月齢出
荷でも黒毛和種の一般的な約
３０ヵ月齢出荷（農水省家畜改
良目標の現在値２９．５ヵ月によ
る）と遜色ない枝肉重量・肉質・締ま
りを確保するとともに、２４ヵ月齢出荷
を可能とする飼料給与技術について試
験した。

〈試験方法〉
黒毛和種去勢牛（種雄牛：福之姫）

１１頭を供試。試験区に「発酵ＴＭＲ給

与区」に５頭、「濃厚飼料多給区」に
６頭を配置し、これら２区の出荷成績
を、２３年度の日本食肉格付協会が公表
した全国平均等と比較した。
飼料は表１の配合割合で調製した発
酵ＴＭＲまたは配合飼料を用い、表２
の体系に従って７ヵ月齢から肥育を開

始した。また、発酵ＴＭＲの飼料原料
は、一般的な分離給与で使われている
ものと同様であり、選択採食させずに
粗飼料を多給できるよう水分を４５％と
し、ＴＭＲミキサーで混合、調製した
ものである。

〈試験結果〉
発酵ＴＭＲ給与体系では、濃厚飼料
の選択採食なく効果的に粗飼料の多給
ができ、摂取量を高め続けられたため、
濃厚飼料多給体系と比べて肥育中期以
降の増体が優れた。
発酵ＴＭＲ給与体系では１４ヵ月齢を
目標に給与量を最大化、濃厚飼料多給
体系では１４ヵ月齢を目標に１０㎏超とす
ることで、２４ヵ月齢で一般的な３０ヵ月

齢出荷と同等以上の出荷成績が得られ
た（表３）。
また、一般的な３０ヵ月齢出荷の肥育
期間２０ヵ月間（１０～３０ヵ月齢）に対し、
２４ヵ月齢出荷では１７ヵ月間（７～２４ヵ
月齢）と３ヵ月短縮されるため、飼料
費は同県のブランド牛事例と比較し
て、１頭当たり１０万円程度低減された。

〈まとめ〉
一般的な約３０ヵ月齢出荷より６ヵ月
早い出荷が可能となり、慣行肥育と同
等以上の増体・出荷成績が得られた。
※同センターは留意点として、発酵
ＴＭＲの発酵期間は３ヵ月程度とし
て、開封後は変敗に注意することを挙
げている。

（一社）日本家畜人工授精師協会は、
２５年度第３四半期（７～９月期）の「乳
用牛への黒毛和種の交配状況について
（速報）」を公表した（下表）。
黒毛和種の交配割合は、全国平均で

４６．５％と、過去最高を更新した。地域
別にみても、北海道で前期比２．２㌽増

（前年同期比７．３㌽増）の３５．６％、都府
県も前期比５．６㌽増（前年同期比６．２㌽
増）の６１．１％と、いずれも過去最高の
割合となった。性選別精液（乳用雌）
の利用割合（全国平均）は２２．８％で、
前期より２．１㌽減、前年同期より０．７㌽
減となった。

農畜産業振興機構は２月６日、肉
用牛肥育経営安定交付金（牛マルキ
ン）の交付金単価（２５年１２月分、確
定値）を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的
生産費を下回ったため、交付が行わ

れる。交雑種および肉専用種は今月も
発動がなかった。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用種
が６万４８５２．２円（前月は２万４５１７．８円、
いずれも確定値）となっている。
前月分と比べ、乳用種は素畜費が４
万円近く急上昇し、生産費が販売価格
を大きく上回ったため、交付金は大幅
な増額となった。

地域 延べ人工
授精頭数

黒毛和種
授精頭数

黒毛和種の
割合（％）

黒 毛 和 種
交 配 割 合
前期比（％）

黒 毛 和 種
交 配 割 合
前年同期比（％）

北海道 １９３，９２９ ６９，０７９ ３５．６ ２．２ ７．３
東 北 ５，８４２ ２，７９７ ４７．９ ３．２ ７．１
関 東 １０，５８０ ６，４００ ６０．５ ６．８ ５．８
東 海 ２，５５３ １，８１０ ７０．９ ４．８ ▲０．８
北 陸 ５９５ ３８２ ６４．２ ９．７ ▲２．０
近 畿 ２，２０４ １，５９７ ７２．５ ３．７ ▲３．５
中四国 ３，５９２ ２，８１４ ７８．３ ２．５ ６．５
九 州 ２，３９８ １，７５９ ７３．４ ３．３ ６．０

都府県 ２７，７６４ １７，５５９ ６１．１ ５．６ ６．２
全 国 ２２１，６９３ ８６，６３８ ４６．５ ３．７ ６．７

（一社）日本家畜人工授精師協会の資料から作成

表１ 発酵ＴＭＲ及び配合飼料の配合割合と
飼料成分（乾物中％）
体系 発酵ＴＭＲ給与体系 濃厚飼料多給体系

飼料名 前期
ＴＭＲ

中期
ＴＭＲ

後期
ＴＭＲ 前期配合

中・後期
配合

配合側合
トウモロコシ １４．５ ２９．０ ４０．０ ３２．９ ３４．８

大麦 ５．０ ２４．５ １５．５ １２．２ ２９．５
ふすま ２０．０ ２４．０ ２４．５ ４３．０ ２８．９
大豆粕 １５．０ ８．５ ４．５ １０．２ ５．１
食塩 ０．２ ０．５ ０．５ ０．６ ０．６

炭酸カルシウム ０．３ １．０ １．０ ０．８ １．１
ビタミンＡ剤 － － － ０．４ ０．０５
クレイングラス ４２．０ ４．５ － － －
稲わら ３．０ ８．０ １４．０ － －

飼料成分
乾物（ＤＭ） ５５．０ ５５．０ ５５．０ ８６．９ ８７．１
粗蛋白質（ＣＰ） １６．５ １５．０ １２．９ １７．４ １４．４
可消化養分総量
（ＴＤＮ） ６９．２ ７８．３ ７８．１ ８１．１ ８２．７

粗飼料由来
ＴＤＮ割合 ３５．０ ８．０ ８．０ － －

表２ 各体系の飼料給与量（原物、㎏／日）

体系 飼料名
肥 育 ス テ ー ジ ・ 月 齢
肥育前期 肥育中期 肥育後期

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ ～ １７ １８ ～ ２４

発酵ＴＭＲ
給与体系

前期ＴＭＲ １４．３１５．３１６．０１７．０１８．０
中期ＴＭＲ １８．５１９．０
後期ＴＭＲ １９．５１９．５１９．５１９．５１９．５１９．５

濃厚飼料
多給体系

前期配合 ５．８ ６．０ ６．３ ６．８ ４．０
中・後期配合 ４．０ ９．５ １０．０１０．５１０．８１１．３１１．５１１．５１１．５
大豆粕 ０．３ ０．３ ０．３ ０．３ ０．３ ０．３ ０．３ ０．３ ０．３

クレイングラス ２．２ ２．５ ２．８ ２．９ １．５
稲わら ０．４ ０．４ ０．４ ０．４ ０．８ １．７ １．０ １．０ １．０ １．０ １．０ １．０ １．０

表３ 出荷成績

体系 ｎ数
出荷
月齢
（月）

出荷
体重
（㎏）

枝肉
重量
（㎏）

ロース
芯面積
（㎠）

ばらの
厚さ
（㎝）

ＢＭＳ
№ 締まり 枝肉単価（円／㎏）

飼料費
（円）

発酵ＴＭＲ給与体系 ５ ２３．１ ８８２．４†５５９．７† ８３．８ ９．８† １１．０ ５．０ ２，１８８ ３９３，８６８

濃厚飼料多給体系
（分離給与） ６ ２３．１ ８３３．７ ５１３．７ ７４．５ ８．９ ９．２ ４．８ ２，０００ ３７０，１６１

一般的出荷 － ２８．０ ８２８．２ ５１３．５ ６８．４ ８．３ ８．７ ４．６ ２，０９１ ５０３，５４２

注１ 一般的出荷の出荷月齢は、２３年度個体識別情報の最頻値を記載
注２ 一般的出荷の重量～締まりは、日本食肉格付協会公表の２３年度平均値を記載
注３ 一般的出荷の枝肉単価は、各供試牛出荷前日の東京市場結果から同一格付の単価を用いて算出
注４ 一般的出荷の飼料費は、２３年度県内ブランド牛事例から算出 †：ｐ＜０．１（ｔ検定）

ランピースキン病対策が厳格にランピースキン病対策が厳格に 新たに義務付けられる主な対応
新たに
・発症牛の隔離及び殺処分
・緊急ワクチン接種
・畜舎等の消毒
・移動制限
等を義務付け

注：殺処分した牛や移動制限時の
損失に対しては法に基づき支援

家畜伝染病に追加方針家畜伝染病に追加方針

農水省の資料を基に作成

黒毛去勢２４ヵ月齢出荷飼料給与技術
７ヵ月齢から肥育で慣行以上

表は全て新潟県農業総合研究所畜産研究センターの資料を基に作成

全国の黒毛交配割合４６．５％で過去最高
性選別利用割合は前期より２．１ポイント減

乳用種のみで発動
牛マルキン１２月分



開 拓 情 報2026年（令和8年）2月15日 第814号 （8）（毎月１回１５日発行）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

（公社）全国開拓振興協会は１月、
創立５０周年を記念して「５０年の歩み」
を発行した。また、これまで発行して
きた「開拓情報」と、その前身である
「開拓農民新聞」のデータをＤＶＤ２
枚組としてまとめたデジタルアーカイ
ブも併せて作成した。
《５０年の歩み》
当協会は、戦後の緊急開拓事業によ
り、全国に入植した開拓者への支援を
目的として、また、開拓行政の一般農
政への移行後の開拓者の拠りどころと
して、１９７５（昭和５０）年７月１日に設
立された。

「５０年の歩み」は、半世紀にわたる
同協会の歴史と、先人達の不断の努力
の足跡を振り返っている。
《開拓農民新聞・開拓情報》
「開拓農民新聞」は、全日本開拓者
連盟の機関紙として、４７（昭和２２）年
４月に創刊した。
創刊号には、同連盟の方針として「ま
ず自立農家となり、進んで生産販売の
協同経済をたて、組合による、豊かな、
民主農村をつくる中心となる。これが
開拓者の目的である」と掲載されてい
る。
そのほか、当時の開拓者の生の声が

綴られており、先人達の様子を伺うこ
とができる。
５９（昭和３４）年６月に、「開拓農民
新聞」と全開連発行の「全開連ニュー
ス」を合併し、開拓中央３団体の共同
編集という形で、「開拓情報」に引き

継がれ、現在の本紙に至る。
これらの記念誌とＤＶＤは、各会員
に発送された。激動の時代を開拓して
きた先人達の勇姿をぜひ見て欲しい。

不需要期が続く
が、頭数減もあ
り底堅い動きか

２月８日に衆議院選挙が行われ、自
民党の歴史的圧勝となった。景気回復
への追い風になることを期待したい。
【乳去勢】１月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１２３４円（前年同月比１１５％）
となり、前月より４０円上がった。
２月に入っても頭数は減少傾向だ

が、価格は高止まりの状況となってお
り、もちあいでの推移となりそう。
【Ｆ₁去勢】１月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
４が１６７０円（同１０１％）、Ｂ３が１５８７円
（同１０４％）、Ｂ２が１４７５円（同１０６％）
だった。前月に比べ、Ｂ４が１３９円減、
Ｂ３が７０円減、Ｂ２も４５円減と、年末
よりも落ち込んだ。

２月に入ると、Ｂ３で１６００円台を維
持しており、もうしばらく不需要期が
続くが、底堅い動きか。
【和去勢】１月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ５が
２４７４円（同９９％）、Ａ４が２２３０円（同
１００％）、Ａ３が２１０８円（同１０２％）だっ
た。前月に比べ、Ａ５が２１２円、Ａ４が
２７０円、Ａ３も２３３円ともに下がった。
２月になると、Ａ４で２３００円台での
動きで、やや盛り返してきた。頭数は
減少傾向にあり、不需要期は続くが、
強もちあいの推移か。
【出荷頭数】２月の出荷頭数は、和
牛３万７４００頭（同９４％）、交雑種１万
９５００頭（同９８％）、乳用種２万８００頭
（同９３％）と、和牛・乳用種はかなり
減少する見込み。
【輸入量】農畜産業振興機構は２月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で３万

１５００ｔ（同１０７％）と予測。内訳は、冷
蔵品１万２２００ｔ（同１１０％）、冷凍品が
１万９３００ｔ（同１０６％）。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１１５０
～１２５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００
円、同Ｂ３が１５５０～１６５０円、同Ｂ２が
１５００～１６００円、和牛去勢Ａ５が２４００～
２５００円、Ａ４が２２５０～２３５０円、同Ａ３が
２１００～２２００円での推移か。

頭数減少も、春
までは荷動き鈍
くもちあいか

１月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物５６０円（前年同月比
９４％）、中物は５３３円（同９３％）となった。
前月に比べ上物が２２円、中物は２９円と
もに下がった。
２月に入ると、上物で５００円台後半の
推移で、６００円に届く日もあるが、不需
要期でもあり、動きは鈍い。
出荷頭数は減少傾向にあるので、大
幅な下落はないが、これから春までは

時期的に動きが鈍い
状況になるので、も
ちあいとなりそう。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
２月は１２４万頭（前年
同月比９６％）と、や
や減少する予測とな
っている。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、２月の冷蔵・冷
凍品の輸入量は総量
で６万４３００ｔ（同

８９％）と、減少となる見込み。内訳は、冷
蔵品３万１５００ｔ（同１１４％）、冷凍品３万
２８００ｔ（同７４％）。冷凍品は、アフリカ豚
熱発生によるスペイン産の輸入一時停
止措置等により、大幅な減少となる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、荷動きが鈍い時期が
続き、相場はもちあいでの推移となり
そう。上物が５００～６００円、中物も５００～
６００円での推移か。

Ｆ₁スモールは
頭数減で上がり
基調か

【スモール】１月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が５万９４６８円（前年同
月比２１７％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１３万７９５４
円（同１２３％）で、前月に比べ、乳雄は
３７３３円減少し、Ｆ₁も２万１６４９円減少し
た。
乳雄は全国的には頭数は増加した

が、市場によりバラツキがある。全体
的にはもちあい基調か。Ｆ₁もバラツキ
があるが、頭数減もあり、傾向として
上がり基調となってくるか。
【乳素牛】１月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の

取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２５万９１５円（同１２２％）、Ｆ₁去勢は５０万
９９５２円（同１２７％）だった。前月に比べ
乳去勢は８７５６円増、Ｆ₁去勢は４３１１円減
少した。
Ｆ₁去勢は、枝肉価格が底値の状況に
あり、子牛の動きもやや鈍くなってく
る傾向にある。
【和子牛】１月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
８２万１７６５円（同１３４％）で、前月より６４８
円の微減となった。
今後の頭数減少は慢性化してきてい
るが、枝肉相場の動きが鈍いこともあ
り、子牛価格は極端には上がりづらい
状況。
※なお、今回の子牛取引状況は、宮崎
県のデータは未記入となっている。

１月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ３１４ ３５４ ２９１ ３０２ ２５２，１２８ ２４４，０２９ ８６６ ８０８
Ｆ１去 １，６７６ １，４８３ ３４１ ３３７ ５０６，４３７ ５２２，５５４ １，４８５ １，５５１
和去 ２，１４９ ２，５０７ ３４４ ３４０ ８２８，７２３ ８１０，０２６ ２，４０９ ２，３８２

東 北
乳去 - - - - - - - -
Ｆ１去 ２ - ２９３ - ２４７，５００ - ８４５ -
和去 ２，０５８ ２，３１１ ３２３ ３２３ ７９５，８９１ ８２５，１５６ ２，４６３ ２，５５６

関 東
乳去 ２６ ２１ ３０６ ３３５ ２５４，８１９ ２６１，３２９ ８３４ ７８０
Ｆ１去 ７９ ７８ ３５０ ３６２ ４８１，７３０ ４９５，４９４ １，３７７ １，３６９
和去 ７８１ ８９５ ３３４ ３２８ ８３５，５８３ ８３６，９３１ ２，５０１ ２，５５５

北 陸
乳去 - - - - - - - -
Ｆ１去 - １ - ３３４ - ４４０，０００ - １，３１７
和去 - １７９ - ２９４ - ７７２，０６５ - ２，６２８

東 海
乳去 - - - - - - - -
Ｆ１去 ５６ ３６ ２４１ ３３６ ５２６，０３６ ４７７，１５６ ２，１８３ １，４２０
和去 ３７３ ２４２ ２９０ ２７９ ８６５，５８８ ８１９，８２７ ２，９８３ ２，９４２

近 畿
乳去 - - - - - - - -
Ｆ１去 - - - - - - - -
和去 ３４２ １９９ ２６５ ２５５１，１１７，４３３１，１９８，８８４ ４，２０９ ４，７０２

中 四 国
乳去 ２５ ３２ ３３６ ２８９ ２３１，６１６ ２０８，８９６ ６８９ ７２４
Ｆ１去 １９６ １８５ ３４４ ３４８ ５０４，９１７ ４９９，９３５ １，４６８ １，４３８
和去 ７６９ １，０１４ ３１１ ３０８ ８０８，８１３ ７８６，９２９ ２，５９８ ２，５５７

九州・沖縄
乳去 - - - - - - - -
Ｆ１去 ２３２ ３０３ ３３２ ３３５ ５４７，５９１ ５０６，２６５ １，６４９ １，５１０
和去 ７，０５８ ８，２９４ ３０５ ３０５ ８１０，４７０ ８１２，４９４ ２，６５４ ２，６６７

全 国
乳去 ３６５ ４０７ ２９５ ３０３ ２５０，９１５ ２４２，１５９ ８５１ ７９９
Ｆ１去 ２，２４１ ２，１９５ ３４１ ３３８ ５０９，９５２ ５１４，２６３ １，４９５ １，５２１
和去 １３，５３１ １５，８５７ ３１５ ３１３ ８２１，７６５ ８２２，４１３ ２，６０９ ２，６２８

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

全国開拓振興協会「５０年の歩み」発行全国開拓振興協会「５０年の歩み」発行

開拓農民新聞・開拓情報をＤＶＤに開拓農民新聞・開拓情報をＤＶＤに

左：７８年分の開拓農民新聞と開拓情報を収録
右：協会と開拓の足跡を記した記念誌
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